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【背景】
特発性てんかん（IE）は犬の最も一般的な神経疾患
である。IEは好発犬種や家系内発生があることから
発症の原因に遺伝的要因が疑われているが，原因や病
態機構は明らかにされておらず，根治治療法はない。
現在，犬の IEの関連遺伝子が 2個報告されているが，
どちらも本邦において稀な犬種における表現型（発作
のタイプ）が比較的珍しいものである。その他の犬種
におけるさらなる遺伝学的な研究が求められる。
【目的】
犬の IEの発症に関わる遺伝子を解明し，病態機構
を明らかにすること。
【方法】
麻布大学附属動物病院神経科またはその他のてんか
んの診断に長けた複数の施設から IEと診断された犬
の血液サンプルと臨床情報を収集した。収集した検体
の中で IEが好発している単一犬種に注目し，罹患犬
10頭と非罹患犬 22頭の DNAサンプルをイルミナ社
の Chip arrayを用いて全ゲノム関連解析（GWAS）を
行い，発症と関連のある一塩基多型（SNP）を調査し
た。次に GWASにて罹患犬群で統計学的に変異の出
現頻度が高かった順に 10個の SNPについて同一犬種
別個体群の罹患犬 9頭と非罹患犬 13頭の DNAサン
プルを用いてダイレクトシークエンス法で確認実験を
行った。
【結果】
IEと診断された計 143頭から DNAサンプルが得
られた。そのうち，着目した一犬種からは 19頭分の
DNAサンプルが得られた。GWASにて罹患犬で変異
の出現頻度の高い SNPを複数見出した。これらのう
ち，幾つかは同一染色体上の一部の領域に存在し，高
いオッズ比を示した。確認実験において 3つの SNP
は罹患犬における変異頻度が GWASと同様の傾向を
示した。3つのうち，2つの SNPは同一染色体上に限
局的に存在していた。
【考察】
3つの IE発症に関連する SNPが認められ，そのう
ち，2つは同一染色体上に限局的に存在するため，IE
発症に関わる遺伝子がこの染色体に存在することが示
唆された。今後はさらなる検体の収集を継続し，確認
実験において GWASと同様の傾向を示した SNPを中
心に DNA解析を行い，遺伝子の同定を目指す。本研
究に用いた DNAサンプルは世界的に飼育頭数の多い
犬種のもので，表現型も犬によく見られるタイプの発
作であるため，本研究の成果をもとにしたこれからの
研究はより広く獣医療に貢献するものと考えられる。
本研究は犬の IEの候補遺伝子を絞り込んだが同定ま
では至っていないため，研究を継続して遺伝統計学的
手法によって遺伝子変異とてんかん発症の関連性を解
析し，さらに原因遺伝子の機能解析と発症との関連の
検討を行う。
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